
令和６年度 第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

 

日時：令和 6年 8月 22日（木）15:30～ 

場所：アスト津 4階 アストホール  

議 事 次 第 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

１）これまでの検討経緯、今年度の検討内容 

２）津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の概略検討について 

３）津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査について 

４）津駅周辺基盤整備推進調査等について 

５）今後の進め方 

 

３．閉 会 
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津駅周辺道路空間再編検討委員会 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 津駅周辺道路空間の整備方針（2022.3 策定）をふまえ、その具体化に向け、将来を

見据えた専門的な知見や地元意見等、幅広く意見聴取を行うことを目的として、津

駅周辺道路空間再編検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、整備方針の具体化について、様々な観点から検討及び協議し、意見を述

べるものとする。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、有識者、交通関係者、経済関係者及び各行政機関をもって構成する。 

２ 委員の任期は、委員会の所掌事務が完了するまでとする。 

 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、有識者である委員がこれを務める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 委員長は、必要があると認めるときには、委員会の会議に委員以外の者の出席を 

求めて意見を聞くことができる。 

 

（代理出席） 

第６条 交通関係者、経済関係者、各行政機関関係者において、やむを得ない事情により委

員会に出席できないときは、代理者を出席させることができる。 

 

（検討部会） 

第７条 委員会は、必要に応じて検討部会を設置することができる。 

  



（守秘義務） 

第８条 各委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。

また、その職を退いた後も同様とする。 

 

（公開） 

第９条 委員会の会議は、原則公開とする。ただし、委員長は、公開することにより公正か

つ円滑な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合

には、非公開とすることができる。 

 

（事務局） 

第１０条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

   ２ 事務局は、国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所計画課、三重県県土整

備部道路企画課、津市建設部事業調整室 建設政策課に置くものとする。 

 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

 

（令和５年８月 1日 設置要綱一部改正） 

（令和６年８月２２日 設置要綱一部改正） 
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これまでの検討経緯
今年度の検討内容
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1

１．「津駅周辺道路空間」におけるこれまでの検討経緯

⚫ 道路法改正の動きを踏まえ、令和2年7月に、三重県の県庁所在地である津市の玄関口となっている津駅周辺において、駅周辺の活性化や防災等様々な視点から、駅周辺の道路空間
について検討を行うことを目的に「津駅周辺道路空間検討会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討会では、令和 3 年 3 月に「津駅周辺空間の基本的な方向性」としてとりまとめ、三重県・津市の連名で公表

⚫ 令和3年7月、「津駅周辺空間の基本的な方向性」を踏まえた“津駅周辺道路空間の整備方針の策定”を目的とし、「津駅周辺道路空間検討委員会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討委員会では、令和 4 年 3 月に「津駅周辺道路空間の整備方針」としてとりまとめ、三重河川国道事務所・三重県・津市の連名で公表

⚫ 令和4年7月、「津駅周辺道路空間の整備方針」の具体化に向けて、様々な観点から検討を行うため、「津駅周辺道路空間再編検討委員会」を設立

「津駅周辺道路空間検討会」、「津駅周辺道路空間検討委員会」における検討経緯

津駅周辺道路空間検討会

令和3年
3月

津
駅
周
辺
空
間
の
基
本
的
な
方
向
性

公
表

令和2年
7月

津駅周辺道路空間検討委員会

学識者 ：小野寺一成 教授(三重短期大学)【委員長】
中平恭之 教授(近畿大学工業高等専門学校) 

交通関係者 ：三重県トラック協会、三重県バス協会、
三重県タクシー協会

経済関係者 ：津商工会議所女性会、津市観光協会
行政関係者 ：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 所長、

三重県県土整備部 部長 津市都市計画部 部長

検討委員会の構成

県民からの
意見募集

令和3年
7月

・津駅周辺道路空間 社会実験（R3/7/12～7/20）
・「歩道空間の利活用」と「車線減少による 交通への影響」に
ついてのアンケート調査（R3/7/12～7/31）

令和3年
12月

令和4年
3月

・津駅周辺空間の
利活用等に
関する提案募集
（R3/3/30～6/30）

令和4年
3月

津
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路
空
間
の
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方
針

公
表

津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和4年
7月

令和5年
2月

学識者 ：小野寺一成 教授(三重短期大学)【委員長】
中平恭之 教授(近畿大学工業高等専門学校) 

交通関係者：三重県トラック協会、三重県バス協会、三重県タクシー協会、東海旅客鉄道株式会社、
近畿日本鉄道株式会社、三重交通株式会社

経済関係者：津商工会議所女性会、津市観光協会、
津駅前通り商店街振興組合、津駅前ストリート倶楽部

行政関係者：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 所長、三重県県土整備部 部長、
津市都市計画部 部長、津市建設部 部長、津市商工観光部 部長
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構成メンバー：三重県県土整備部長、津市都市計画部長

オブザーバー：国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所長
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令和6年
2月

令和5年
8月

・津駅周辺道路空間における賑わいの社会実験
（R4/10/19～10/30）
・津駅利用者アンケート調査（R4/12/28～R5/1/12）
・津駅西口広場を対象とした津まつりアンケート調査
（R4/10/9）・交通量調査（R4/11/18）

・津駅周辺道路空間における賑わいの社会実験
【県道、栄町公園】（R5/10/11～10/22）
・民間による津駅東口駅前広場空間を活用した
実験（R5/12/21～12/23）
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２．津駅周辺道路空間の整備方針（R4.3月）
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２．津駅周辺道路空間の整備方針（R4.3月）



4

３．今年度の検討内容
今後の検討内容

⚫昨年度は、交通拠点の基礎調査として、県道津停車場線における賑わいの社会実験、東口周辺を対象とした人流データ分析・交通実態
調査を実施するとともに、それぞれの課題に対して関係者と協働して取り組むため、東口では津駅東口周辺まちづくり懇話会、西口で
は津駅西口駅前広場エリアマネジメント会議を設立した。

⚫今年度は、昨年度の調査とは別の切り口として、定量的な交通拠点としての課題・ニーズを把握するため、使われ方調査を実施すると
ともに、これまでに実施した賑わい創出に係る実験結果を踏まえた歩道空間の拡張に向けた概略検討を実施する。また、津駅周辺道路
空間の整備方針に基づき、各種調査結果を踏まえ、津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討を実施する。

⚫引き続き、以下の課題を把握するため、各項目の調査・検討を進めていく必要がある。

今後の検討内容

課題

津駅周辺地区

津停車場線
交通結節点
（東口）

東西連携
（東西自由通路）

交通結節点
（西口広場）

Ｒ４
求められる
機能・役割
の方向性

◆必要な機能の調査・検討：利用者、地域住民のニーズに沿った必要な機能の絞り込み、各箇所が担うべき役割を整理するために調査・検討を実施

○賑わいの社会実験（10.19～10.30）
○ビデオカメラ調査
○アンケート調査
○速度状況分析

― ― ○交通量調査（西口広場）
○アンケート調査（西口広場）

○利用者アンケート（日常利用者・非日常利用者）＜Webアンケート＞

Ｒ５

○賑わい創出の取組（10.11～10.22）
実施エリア検討
賑わいや滞留機能の確認、
回遊性強化の検討

○人流データ分析
○交通実態調査
○まちづくり懇話会設立
○賑わい創出等の取組（12.22～23）

○事業主体の決定（津市）
○事業手法について研究

○駅前広場の配置計画
○エリアマネジメント会議設立
○駅前広場再編イメージ図

Ｒ６

具体的な整
備イメージを

検討

○歩道空間拡張の具体化（概略検討
等）

○使われ方調査（交通量、交通流動）
○まちづくり懇話会

○概略設計
○PPP/PFI導入可能性調査
○鉄道事業者等との協議

○駅前広場の基本計画
○駐輪場PPP/PFI導入可能性調査・概略設計
○エリアマネジメント会議

Ｒ７

数年かけて
順次実施

○交通事業者、商業・観光事業者
等の協議

◆具体的な整備方針の検討

○土地利用状況調査
○まちづくり懇話会
○交通事業者ヒアリング(交通結節点関係)

○交通事業者等関係機関との協議 ○駅前広場の詳細設計
○エリアマネジメント会議
（工事期間中の利用方法等）

○歩道空間拡張の整備

◆具体的な業務内容の検討

○施設の概略検討
○採算性検討
○まちづくり懇話会

○詳細設計 ○駅前広場の再整備
○エリアマネジメント会議
（施設の運営等）

～

津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）の検討



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和６年８月２２日

資料２

津駅周辺道路空間における
歩道空間拡張の概略検討について

三 重 県



これまでの社会実験について（R３～R5年）

社会実験（交通への影響調査）R３年

県道の歩道空間拡張に向け、車線を６車線から
4車線に減少させ、交通への影響を確認

交通への大きな影響はなかった

賑わいの社会実験R４年

県道の歩道空間を拡張し、その空間にベンチや
テーブル等の設置、キッチンカーの出店等を実施

道路空間の再編により賑わいの創出が図れた

賑わいの社会実験R５年

県道だけでなく近隣の栄町公園を使用し
面的に社会実験を実施

面的な賑わいの創出や東西連携・回遊機能の強化が図れた

県道の規制状況

拡張した歩道空間の状況

公園の状況

1



重点調査 次世代につなぐ道路整備と交通安全対策

津駅周辺道路空間の整備方針の概要今年度の実施内容について

これまでの社会実験の結果を踏まえ、
歩行者利便増進道路制度（ほこみち）の導入を見据えて、
歩道空間の拡張に向けた概略検討等を進めます。

2

測量業務及び概略検討業務は契約済み

概略検討では、津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）
を考慮し、歩道空間の拡張イメージを複数案作成

イメージ図

両側拡張パターン 片側拡張パターン

イメージ図



重点調査 次世代につなぐ道路整備と交通安全対策

津駅周辺道路空間の整備方針の概要今後のスケジュールについて

3

測量業務・概略検討業務の契約

社会実験のアンケート結果
道路空間に関する意見を設計に反映

R６年8月

主な意見
・日差しを遮る木陰がない
・街路樹の配置が良くない
・ベンチ等の休憩スペースがない
・バリアフリー化ができていない 木陰がない状況

津駅東口周辺
まちづくり懇話会

警察、関係機関
その他

R６年度末 歩道空間拡張のイメージ図を提示予定

意見交換及び
協議



賑わいの社会実験に関する総合評価

4



賑わいの社会実験に関する総合評価

5



賑わいの社会実験に関する総合評価

6



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和６年８月２２日
三重河川国道事務所

資料３

津駅東口広場周辺の
道路空間の使われ方調査について



⚫交通拠点に求められる機能は以下のとおり。

⚫R6年度では、交通拠点に求められる機能のうち、「車両の移動・停留等」に関する機能を検討するための基礎資料を収集するため、使
われ方調査を実施。

⚫使われ方調査の調査概要については次項以降に掲載。

１．交通拠点に求められる機能

■交通拠点に求められる機能

出典：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン（国土交通省）

調査の主目的となる機能

関連して検討する機能

今年度調査

Ｒ５調査の主目的となる機能

Ｒ４調査の主目的となる機能

その他 これまでに実施された

調査結果等を基に検討する機能

1










